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先
日
、
鹿
児
島
県
中
学
校
国
語
教

育
研
究
会
「
令
和
六
年
度
第
一
回
代

議
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
議

は
、
事
務
局
、
各
地
区
の
代
議
員
、

顧
問
で
構
成
さ
れ
、
前
年
度
の
会
務

や
決
算
の
報
告
、
今
年
度
の
活
動
計

画
、
予
算
、
地
区
の
動
向
等
に
つ
い

て
承
認
、
確
認
す
る
。
四
十
名
程
度

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
今
年
度
会
長

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て

了
承
を
得
た
。 

挨
拶
の
中
で
、
参
加
さ
れ
た
方
に

三
点
の
お
願
い
を
し
た
。
ま
ず
、
学

び
を
深
め
、
実
践
を
積
み
重
ね
る
一

年
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
年
は
九
州
・
全
国
大
会
は
本
県
で

開
催
さ
れ
な
い
。
何
か
の
た
め
に
仕

上
げ
る
過
程
は
な
い
の
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
基
礎
を
固
め
、
力
を
蓄
え
た
い
。

折
し
も
、
未
来
社
会
を
見
据
え
、
子

供
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能
力
も
変
化

す
る
中
、
学
校
や
学
び
の
在
り
方
も

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
学
習
者
主
体
の

授
業
を
い
か
に
展
開
す
る
か
。
ま
ず

は
観
の
転
換
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

次
に
、
組
織
の
基
礎
固
め
、
会
員

の
拡
充
で
あ
る
。
悩
み
を
抱
え
つ
つ

試
行
錯
誤
し
て
い
る
教
員
は
少
な
く

な
い
。
そ
ん
な
と
き
寄
り
添
い
な
が

ら
、
と
も
に
考
え
る
、
そ
ん
な
存
在

で
あ
り
た
い
。
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
学
び
を
深
め
ら
れ
る
つ
く
り
に

な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。 

最
後
に
、
本
会
の
特
徴
で
も
あ
る

顧
問
の
力
、
先
人
の
知
恵
に
学
ぼ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
顧
問
と
し
て

大
学
や
教
育
委
員
会
、
歴
代
の
会
長

を
さ
れ
た
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い

て
い
る
。
教
育
は
人
な
り
。
教
育
や

国
語
へ
の
思
い
、
確
か
な
理
論
と
実

践
、
何
よ
り
も
そ
の
人
間
性
に
学
ぶ

と
こ
ろ
は
大
き
い
。 

今
年
は
、
県
大
会
が
奄
美
大
島
に

て
開
催
さ
れ
る
。
会
場
校
の
金
久
中

だ
け
で
な
く
、
大
島
地
区
、
県
全
体

で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
当
日
を
迎
え

た
い
と
考
え
て
い
る
。
関
わ
っ
た
方

々
に
ど
の
よ
う
な
学
び
が
あ
る
か
、

当
日
が
楽
し
み
で
あ
る
。 
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令
和
六
年
度 

鹿
児
島
県
中
学
校
国
語
教
育
研
究
会 

夏
季
研
修
会
に
つ
い
て 

 

期 

日 

令
和
六
年
八
月
十
九
日
（
月
） 

会 

場 

勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
よ
か
セ
ン
タ
ー
） 

内 

容 

鹿
児
島
国
際
大
学 
千
々
岩
弘
一
先
生
に
よ
る
講
演
等 

を
予
定 

 
 
 
 
 
 

案
内
は
各
中
学
校
に
配
布
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
懇
親
会
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
先
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

県
中
国
研
会
長(

鹿
児
島
市
立
長
田
中
学
校
長) 

奥
山 

茂
樹 
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今
年
度
の
県
大
会
は
、
十
一
月
に
奄
美
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ

「
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一
体
的
な
充
実
を
通
し
て
「
こ

と
ば
の
力
」
を
高
め
る
国
語
科
教
育
の
創
造
」
を
も
と
に
、
個
が
自
律
的
に
学
ぶ

授
業
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

期 

日 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
九
日
（
金
） 

会 

場 

奄
美
市
立
金
久
中
学
校 

主
な
内
容 

［
研
究
授
業
・
授
業
研
究
］  

・
教
材
名
「
「
不
便
」
の
価
値
を
見
つ
め
直
す
」 

（
光
村
図
書
一
年
）
［
予
定
］ 

 
 
 
 

・
授
業
者 

武
石 

健
汰 

教
諭
（
金
久
中
学
校
） 

 
 

 
 

 
 

［
講
演
］ 

小
﨑 

誠
二 

氏 

（
奈
良
教
育
大
学 

准
教
授
） 

 
 

詳
細
は
、
九
月
頃
に
各
中
学
校
に
配
布
す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

第
五
十
三
回
鹿
児
島
県
中
学
校 

 
 

 

国
語
教
育
研
究
大
会
大
島
大
会 

 

羅 針 盤 

学
び
続
け
る
教
師
の
た
め
に 


